




















































































































































































































































































































































































































































































































































































 1）  本論は、2011年度の修士論文「オディロン・ルドンにおける可視と不
可視─「水平の帯」をめぐって─」を一部要約し、ルドンの表象のあり
ようについて新たに考察したものである。
 2）  Odilon Redon, Prince du Rêve 1840-1916, Paris, éditions de la Rmm-Grand 
Palais, Paris, Musée d’Orsay, Paris, ADAGP, 2011, p.102.
 3）  蔦谷典子「浮遊する視覚──オディロン・ルドン《海の守護霊》（1878）
をめぐって」『ルドン展　絶対の探求』（カタログ）、岐阜県美術館、2002
年、pp.17-23.
 4）  《眼＝気球》1878、紙、木炭とチョーク、42.2×33.3cm、ニューヨーク
近代美術館。
 5）  《海の守護霊》1878、色のついた紙、木炭、46.6×37.6cm、シカゴ美術館。
 6）  Vojtěch Jirat-Wasiutyński, Th e Balloon as Metaphor in the Early Work of Odilon Redon, 
Artibus et Historiae vol.13 No.25, 1992, pp.195-206.
 7）  オディロン・ルドン『ルドン　私自身に』（池辺一郎訳）、みすず書房、
1983年、p.74。同書は以下の著作の邦訳である。Odilon R edon, A soi-





 8）  蔦谷典子「浮遊する視覚──オディロン・ルドン《海の守護霊》（1878）
をめぐって」『ルドン展　絶対の探求』（カタログ）、岐阜県美術館、2002
年、pp.17-23。























18）  ピサネロ（1395頃 -1455頃）、《エステ家の王女の肖像》1441-43頃、
43.0×30.0cm、ルーヴル美術館。























30）  Odilon Redon, Prince of Dreams 1840-1916, Th e Art Institute of Chicago, Van 







33）  Brooks Adams, The Poetics of Odilon Redon’s Closed Eyes, Arts Magazine, Jan, 
1980, p.130.




35）  Ari Redon, Lettres de Gauguin, Gide, Huysmans, Jammes, Mallarmé, Verhaeren ... à 





究紀要』2000年3月 p,22。A soi-même, p.120.
37）  cf.岡田温司『肖像のエニグマ』、岩波書店、2008年。











43）  Dario Gamboni, La plume et le pinceau: Odilon Redon et la littérature, Paris, 
Minuit, 1989, p.21-22.
44）  レオナルド・ダ・ヴィンチ（1452-1512）、《ミラノの貴婦人の肖像》
1490-1496、パネル、油彩、ルーヴル美術館。
45）  レンブラント・ファン・レイン（1606-1669）、《石の手すりにもたれた
自画像》1639、エッチング、ドライポイント、第2ステート、20.5×
16.4cm、所蔵不詳。
56
46）  マリエット・ヴェステルマン、『岩波　世界の美術　レンブラント』（高
橋達史訳）、岩波書店、2005年、p.150。
47）  ティツィアーノ（1488から1490-1576）《男の肖像》1512頃、カンヴァス、
油彩、81.2×66.3cm、ナショナル・ギャラリー、ロンドン。
48）  ラファエロ（1483-1520）、《バルダッサーレ・カスティリオーネ》1514-
1515、カンヴァス、油彩、82.0×66.0cm、ルーヴル美術館。
49）  マリエット・ヴェステルマン、『岩波　世界の美術　レンブラント』（高
橋達史訳）、岩波書店、2005年、p.153。
50）  《自画像》1867、板、油彩、41.7×32.0cm、オルセー美術館。
51）  《自画像》1910頃、カルトン、油彩、56.0×52.0cm、個人蔵。帯の立体
感が不明瞭に描かれ、そのむこうを透けさせるものとして、《あけぼのの
女神》（画布、油彩、53.5×37.0cm、パルムビーチ）《象徴的な顔》（画布
の上に紙、油彩、53.3×38.0cm、クリーヴランド美術館、アメリカ）《ベー
ルの女》（パステルと黒いチョーク、47.0×32.0cm、クレラーミュラー美
術館）《キリスト磔刑図》（パステル、インクとクレヨン、32.5×25.8cm、
所蔵不詳）などがある。
52）  カール・シュッツ（監修）、木島俊介（監修）『ウィーン美術史美術館
所蔵　静物画の秘密展』（カタログ）、東京新聞、2008年、p.17-18。
53）  《花瓶の花》1904-1906頃、カンヴァス、油彩、61.0×46.0cm、個人蔵。
54）  《縦長の花瓶に生けられた野の花》1912、淡黄色の紙、パステル、57.0
×35.0cm、オルセー美術館。
55）  《花が生けられた花瓶》1916、パステル、83.10×5.80cm、クリーヴラ
ンド美術館。
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